
 

ı学会・研究会・講演会
などのお知らせ

リスナー･カウンセラー研究会
「心の育ちと悩みを支える」

日程

会場

プログラム

参加費

問い合わせ・申し込み先

F X

北海道医療大学
看護福祉学部学会
第12回 学術大会

日程

会場

メインテーマ

プログラム

参加費

問い合わせ先

F X

 

UR

「健康日本21(第二次)の
推進」に関する
平成27年度
実践マニュアル研修会
日程

会場

定員

プログラム

参加費

申し込み方法

問い合わせ先

F X

 

UR

第16回 日本臨床リハビリ
テーション心理研究会

日程

会場

テーマ

プログラム

参加費

申し込み方法

申し込み・問い合わせ先

UR

第16回 日本クリニカル
パス学会学術集会

日程

会場

テーマ

プログラム

シンポジ

ウム・神野俊介(映寿会みらい病院

リハビリテーション

：9月6日(日)

部)

：子ども家庭教育フォーラム相

談室(千葉県松戸市)

，柴崎美紀

：講演と分かちあい「治

療にしない“精神療法”・五行歌―

人生百年の葛藤を癒し愉しむ」草壁

太(詩人・歌人)／当事者研究報告

「羽仁もと子(自由学園創設者―キリ

スト教徒)の家計簿を転ばぬ先の杖

として」樋口邦子(障害者サポート

施設職員)／「5・7・5でおさまらな

い7・7の私」土井麻美子(短歌・川

柳愛好家)／ミニトーク「『こころ』

の杖言葉」富田富士也(教育・心理

カウンセラー)

(杏林

：8640円(機関誌未読者は通

信代1000円別途)

大学保健学部看護学科)

：子ども家

庭教育フォーラム

〒270-2253 千葉県松戸市日暮2-

6-7 ベルテ松戸101

☎047-394-6000

047-394-6010

，小林

清香(東京女子医科大学神経精神

科)／事例検討

：9月12日(土)

―グ

：北海道医療大学サテライトキ

ャンパス・ACU(北海道札幌市)

ループワーク

：健康格差に挑む

2

事例

：

：講演「ホームレス支援

から格差に挑む」中村あずさ(世界

の医療団東京プロジェクト)／シン

ポジウム「健康格差に挑む生活の支

援」山内太郎(ホームレス支援北海

道ネットワーク)，上田学(新さっぽ

ろ脳神経外科病院)，福田由佳(札幌

市東区保健福祉部健康・子ども課)，

中村恵子(新ひだか町地域包括支援

センターみついし)／研究発表／懇

親会

医

：2000円，学部学生無料，

講演のみの参加無料，懇親会別途

3500円

師6000円

：北海道医療大学看護

福祉学部学会第12回学術大会事務

局

0133-23-1304

gakkai12kai＠hoku-iryo-u.ac.jp
 

http://www.hoku-iryo-u.ac.jp/

nsgakkai/

，一般3000円

：Eメールにて氏名，所

属，職種，アドレスを明記の

：10月9日(金)

うえ

：トラストシティカンファレン

ス・丸の内 Room2＋3＋4(東京都

千代田区)

送付

：200名(事前登録制・先着順)

：

：「開会の挨拶」(厚生労

働省健康局がん対策・健康増進

課)／「研究代表者挨拶」辻一郎(東

北大学大学院公衆衛生学分野)／「地

域・職域診断に活用できる情報・ツ

ールと活用法」横山徹爾(国立保健

医療科学院生涯健康研究部)／「地

域・職域診断を活用した保健事業へ

の展開―方針決定，企画，評価への

応用」津下一代(あいち健康の森健

康科学総合センター)／「地域・職域

における効果的な身体活動増加の取

り組み」宮地元彦(国立健康・栄養

研究所健康増進研究部)／「地域・職

域の食生活課題の把握・分析をふま

えた栄養教育・食環境整備」武見ゆ

かり(女子栄養大学栄養学部)／「健

康寿命延伸にむけて地域や職域で取

り組むべきたばこ対策」中村正和

(地域医療振興協会ヘルスプロモー

ション研究センター)／閉会の挨拶

：無料

第1

：下記URLより。受

付開始は8月25日(火)午前10時。

6回

日本臨床

：東北大学大学院医学

系研究科公衆衛生学分野

☎022-717-8122

022-717-8125

health-japan21＠pbhealth.med.

tohoku.ac.jp
 

http://www.pbhealth.m e d.

tohoku.ac.jp/japan21/index.html

リハビリテーション心理研

究会事務局(高崎健康福祉

：11月8日(日)

大学

：慶應義塾大学三田キャンパス

西校舎522教室(東京都港区)

渡

辺研

：がん患者の心理とケア

究室)

r

：基調講演「がん患者の

心理とケア」岡村仁(広島大学大学

院医歯薬保健学研究科)／

ehabilipsychology＠gmail.com
 

http://rehapsycho.yaekumo.

com/

：11月13日(金)，14日(土)

：東京ベイ舞浜ホテルクラブリ

ゾート(千葉県浦安市)

：未来に向けたクリニカルパ

ス―スマートプラチナ時代の活用を

探る

：特別講演(5題)：山本

容子(銅版画作家)，郡司篤晃(聖学

院大学)，坂本すが(日本看護協会)，

迫井正深(厚生労働省老健局老人保

1348-8333/15/紙：¥500/電子：¥750/論文/JCOPY 814保健師ジャーナル Vol.71 No.09 2015
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参加費

問い合わせ先

F X

 

F X

 

UR

第1回
日本NP学会学術集会

日程

会場

テーマ

プログラム

参加費

申し込み・問い合わせ先

F X

緩和ケアに
関心のある人のための
エンカウンターグループ

日程

会場

スタッフ

定員

参加費

申し込み方法

申し込み・問い合わせ先

F X

健課)，武藤真祐(祐ホームクリニッ

ク東京)／理事長講演・副島秀久(済

生会熊本病院)／会長講演・小西敏

郎(東京医療保健大学)／教育講演

「アンケートを用いた研究の成果は

エビデンスたり得るか？―秘訣教え

ます」比江島欣愼(東京医療保健大

学大学院)／クリニカルパス教育セ

ミナー オーガナイザー>岡本泰岳

(トヨタ記念病院)／論文の書き方セ

ミナー・論文発表 座長>高瀬浩造

(東京医科歯科大学)，小林美亜(千

葉大学医学部付属病院)／シンポジ

ウム(14題)①「外科系のクリニカル

パス―何が変わり，何がよくなり，

何がいけないの」小西敏郎，磯部陽

(東京医療センター)，②「内科疾患

治療クリニカルパスの作成や使用は

何故，難しいのか？」岡本泰岳，③

「地域連携とクリニカルパス―優し

い在宅医療体制をつくるケアサイク

ルの理解」久保実(石川県立中央病

院)，重田由美(北野病院)，④「地域

連携とクリニカルパス―再入院を減

少させるためのメディカルスタッフ

の取り組み」重田由美，村木泰子

(元武蔵野赤十字病院)，⑤「精神疾

患ケア可視化への潮流―ブレイクス

ルーの鍵を探る」大石智(北里大学

医学部)，下村裕見子(北里大学大学

院)，⑥「パス活動におけるセレンディ

ピティ―思いがけない発見から得た

もの」齋藤登(東京女子医科大学)，

⑦「栄養管理と地域連携―病院から

地域へ」岡田晋吾(北美原クリニッ

ク)，髙﨑美幸(鶴巻温泉病院)，⑧

「栄養マネジメントパス(最期まで口

から美味しく食べられるケア)」岡

田晋吾，髙﨑美幸，⑨「がん治療に

おけるクリニカルパスとレジュメン

を考える」若林進(杏林大学医学部

付属病院)，⑩「包括評価制度下でク

リニカルパスの運用効果を発揮する

ために」今田光一(高岡整志会病

院)，小林美亜， 「パスの使用率・

適用率って何？」勝尾信一(福井総

合病院)，河村進(四国がんセンタ

ー)， 「スマートプラチナ時代に必

要なバリアンス分析機能」白鳥義宗

(名古屋大学医学部附属病院)，

「スマートプラチナ時代に向けた

BOMの発展と未来」白鳥義宗，

「生涯健康医療電子記録としてのク

リニカルパス」小西敏郎，瀬戸遼馬

(東京医療保健大学)

※都啓一(SOPHIA)･久宝瑠理子夫妻

トークショー(11月13日16：00～)

※懇親会(11月13日17：00～19：00)

：戸田

：(～10/13)8000円，(当日)

1万円

中央

総合病院

［学術集会事務局］

東京医療保健大学医療保健学部医療

栄養学科(清水/齋藤)

〒154-8568 東京都世田谷区世田谷

3-11-3

☎03-5799-3711

03-5799-3713

［運営事務局］

コングレ(扇本/神山)

〒102-8481 東京都千代田区麹町

5-1 弘済会館ビル6階

☎03-5216-5318

03-5216-5552

jscp2015＠congre.co.jp
 

http://w w w.c o n g r e.c o.j p/

jscp16/

看護カウンセリング室 広

瀬寛子宛

：11月14日(土)

〒3

：大分県立看護科学大学(大分

県大分市)

35-：「診療看護師(NP)は社会を

変える」

0023 埼

：基調講演「なぜ診療看

護師(NP)か」草間朋子(東京医療保

健大学)／シンポジウム「診療看護

師の活躍が現場に与えた影響」／ラ

ンチョンセミナー1，2／ポスター

発表／教育講演

玉県戸

：会員4000円，非会員5000

円(当日徴収)

田市本町1-

19-3

☎

日本NP学会学術集会事務局(大分

県立看護科学大学内)

npmember12＠oita-nhs.ac.jp

097-586-4347

いずれも件名に「第1回日本NP学

会 学術集会参加申込み」と記し，

会員・非会員，名前(ふりがな)，所

属先を明記すること。

048-442-1111(内線2393)

kanwa ca

：11月20日(金)～23日(月・

祝)(3泊4日)

re

：グループ・イン ほりのや

(山梨県南都留郡)

＠yah

：広瀬寛子(戸田中央総合

病院)，早川千恵子(CESC)

oo

：10名まで

.co

：研修費2万8000円，宿泊

費・食費(3食付き)2万8000円

.jp

本欄へ

：①氏名，②性別，③

年齢，④現在の職業または所属，⑤

連絡先住所，⑥電話(FAX)，⑦Eメ

ールアドレス，⑧参加申し込み理由

あるいは参加に際しての希望事項を

明記した参加申込書を郵送，または

Eメールにて10月20日(火)までに

送付。Eメールの場合は，件名「エ

ンカウンターグループ問い合せ」を

明記。設定により迷惑メールとして

認識される場合があるため，1週間

経過しても返信がない場合は電話で

問い合わせのこと。

掲載を希望する学会・研究

会・講習会などのお知らせがあり

ましたら，本誌編集室までお送り

ください。

〒113-8719

東京都文京区本郷1-28-23

03-5804-0485

hokenshi＠igaku-shoin.co.jp
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